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1．はじめに
本講座の前編（岩田，2018）として，施設外周
のどういったところ（場所）に，どういった種類
の有害生物（主に虫）が生息したり発生したりし
やすいのか紹介した。こうした場所に注目して施
設の外周を観察し，有害生物の生息・発生要因を
取り除くことが対策に繋がる。
しかし，外周に生息する有害生物を全くのゼロ
にすることはできないので，生息状況の把握や発
生防止と併せて，屋内への侵入防止対策も講じる
必要がある。
今回は講座の後編として，施設の外周にいる有
害生物がどういった経路で侵入してくるのか，侵
入させないためにはどういった対策を取ればよい
のかについて，具体例を示して解説したい。
また補足として，外周調査の方法や装備につい
ても付記した。

2．侵入経路と侵入防止
外周から施設内へ有害生物が侵入する経路は，
経由方法によって大きく二つに分けられる。一
つは人や物に付着しての侵入（持ち込み）であり，
もう一つは出入口などの開放部や隙間などを介し
ての自発的な侵入である。それぞれの侵入経路を
考慮した上で効果的な侵入防止対策を考える必要
がある。
2－1．持ち込みを防ぐ
⑴足ふきマット（図1）
足ふきマットは，施設に出入りする人間の靴裏
に付着した泥や埃などを取り除くために出入口や
搬出入口などに設置されている。泥や埃の中には
小さな虫やカビの胞子などの有害生物が含まれて
いるため，これらを取り除くことは持ち込みの防
止に繋がる。
マットは，使用する内にそれ自体や周辺に泥や

埃が蓄積されるので，定期的に裏面を確認して泥
や埃が溜まっていないか，カビが発生していない
か確認することが大切である（図2）。また，ク
リーニングしたり，新しいものに交換したりする
ことが効果を維持する上で重要なことである。
ここでは足ふきマットと書いたが，粘着マット

（収蔵庫前室などに設置されることが多い，粘着
紙で足裏の埃などを取り除くタイプのもの）を用
いる場合もある。

⑵粘着カーペットクリーナー（図3）
通称「コロコロ」と呼ばれるこの掃除用具は，
円筒形のローラー部にある粘着紙を回転させるこ
とで埃や花粉などを取り除くものである。収蔵庫
の前室や職員出入口に設置されていることも多
い。
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図1　出入口に設置した足ふきマット

図2　マットの裏面も確認する。
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小型の昆虫類（例えば，チャタテムシ類）やカ
ビの胞子などは衣服に付着したまま気づかずに屋
内へ持ち込まれることが多いので，屋外から戻っ
た時に全身をローラー掛けしてから入室すること
により持ち込みを防止することができる。また，
ローラー掛けした後に粘着紙を確認すると，実際
に付着していた虫や埃などの有無を視認すること
も可能である。
出入口などに設置する際は，床面から離し，吊
り下げておくことにより，粘着紙を常に清潔な状
態に保つことが大切である。
2－2．侵入経路の遮断
⑴出入口などの閉扉
出入口（図4）や搬出入口（図5），窓などは，

開閉する際に昆虫類やカビの胞子の侵入経路とな
りうるので注意しなければならない。開放時間が
長いほど侵入のリスクは高まるので，必要時のみ
開けるようにし，不要時には完全な閉扉状態を維
持することが大切である。また，開放したままの
状態で人がその場を離れるとネズミなどが侵入し
てくるリスクが高まるため，特に搬出入時などの
ように開放する時間が長い場合は監視を徹底した
方がよい。
また，出入口などは閉扉状態で隙間が見られな
いか確認することも重要である。例えば，クロゴ
キブリ成虫では約5㎜の隙間があれば侵入できる
とされており（小松，2015），僅かな隙間であっ
ても小型の昆虫類やカビの胞子にとっては充分な
侵入経路となりうることを理解しておくことが大
切である。

⑵網戸の取り付け
開放することが多い出入口（図6）や窓に網

戸を取り付けることで，昆虫類の侵入を防止す
る方法が考えられる。防虫網としては，16メッ
シュ（網目が1.24×1 .24㎜）〜 20メッシュ（網目
は1.02×1 .02㎜）程度のものが市販されている
（東京文化財研究所，2004）。網目は細かいほど
防虫効果は高いが，細かすぎると換気に問題が生
じる可能性が高いので注意した方がよい。

また窓だけではなく，換気口（図7）や排水溝
についても生物の侵入経路となることが多いの
で，注視することが望ましい。床下換気口（図7）

図4　閉扉状態の出入口

図5　閉めた状態のシャッター

図6　網戸による出入口の防虫

図3　粘着カーペットクリーナー



40 文化財の虫菌害76号（2018年12月）

のように換気を目的として開口部を設けていると
ころについては，換気が悪くなると湿気が溜まり
シロアリが営巣することもあるため，網を取り付
ける際には必ず建物の管理会社や建設会社に確認
してから実施の可否や方法を選択した方がよい。

⑶隙間を塞ぐ
出入口などの閉扉状態を維持したり開口部に
網戸を取り付けたりしたとしても，隙間があると
有害生物の侵入を完全に防止することはできない
ので，隙間を確認したらすぐに塞ぐ必要がある。
特に出入口の扉やシャッターには隙間が生じやす
いので注意した方がよい。
隙間を塞ぐ際には専用のブラシ（図8）やスポ

ンジ，ゴムなどを用いる方法が考えられる。取り
付けを実施した後は効果があったかどうかを検証
するとともに，定期的なメンテナンスで状況を確
認し，破損や劣化が見られないか調べ，適宜交換
することが大切である。

⑷照明に対する配慮
既に本講座の前編（岩田，2018）で触れている
とおり，紫外線を出している照明には夜間に多く
の昆虫類が集まるので注意する必要がある。事務

室やトイレなどのように夜遅くまで照明がついて
いる場所には集まる虫の数も多い。窓を閉め切っ
たり，網戸を付けたりすることで虫が入り込む隙
間がなかったとしても，照明に近い窓の直下には
多数の虫の死骸が残ることもある。毎日のように
虫を誘引していると，溜まった虫の死骸からカツ
オブシムシ類やカビが発生することもあるので注
意しなければならない。
虫は屋内に侵入させないことがもっとも重要
であるが，施設の近くへ虫を誘引しないよう心掛
けることも大切である。
具体的な対策としては，防犯上の問題がなけれ
ば夜間の照明の点灯をなくしたり，紫外線を発し
ないLEDに交換したりすることなどが考えられ
る。近年では街中の街灯（図9）でもLEDに交換
されたものが多い。例えば，施設が虫の数が多い
郊外にある場合には，照明の交換により誘引され
ている虫の数が顕著に減少することもある。

3．まとめ
本講座で解説してきたことの目的は，施設内だ
けではなく外周にも気を配り，同時に侵入防止対
策を実施することで施設内に侵入する有害生物の
全体量を減らすことにある。
外周の状況は変化しやすいので，定期的に調査
を行って現状を把握しておくことが望ましい。天
候の激変に伴って有害生物の生息状況が大きく変
化することもあるので，降雨や台風の後などには
特に注意した方がよい。また，外周調査や対策は
一度実施しただけで完了とするのではなく，状況
把握，環境改善，効果の評価を繰り返し行う必要
がある。

図8　専用のブラシによる隙間塞ぎ

図9　LEDに交換された街灯

図7　開口したままの床下換気口
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なお，本講座では外周および侵入防止対策の
解説に終始したが，当然ながら，施設内の調査や
発生防止対策を実施することも重要である。施
設内の対策を考える上で参考になる書籍をして
は，文化財虫菌害研究所（2012，2015a,b）や三
浦（2014）などがある。
日常管理の一環として，自館において施設内外
の生物被害対策をどのように組み合わせると効果
が高いか常に検討することが大切である。

補足．外周調査のための道具
外周調査の際には，以下のような道具（図10）
を用いると状況を把握しやすい。なお，外周用の
道具は汚れる可能性が高いので，屋内調査用のも
のと区別する必要がある。
⑴カメラ
見つけた生物や気になった箇所を記録する（映
像で残す。）ために用いる。接写や拡大機能の優
れた機種を選ぶとよい。例えば，Mertens,…et.al.
（2017）などが参考になる。
⑵LEDライト
物陰（植物の陰や石の下）などの暗がりを照ら
すために用いる。
⑶ルーペ（虫めがね）
見つけた生物や物を拡大し観察するために用
いる。
⑷ピンセットや筆
見つけた生物や物を採取するために用いる。筆
は，摘まむと破損しそうなものを採取するために
用いる
⑸プラスチックケースやチャック付袋

採取した生物や物を納めるために用いる。
発見場所，日時，発見者，発見時の状況を書い
たメモを同封することが大切である。
⑹捕虫網（虫とり網）
飛翔している虫や手の届かない場所にいる虫
などを捕獲するために用いる（図11）。

⑺手帳（野帳）
気が付いたことを書き込む。上記（5）と同じく，
場所，日時，記入者，天候などを記録すること。
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図10　調査道具の一例
左からカメラ，LEDライト，ルーペ，筆，ピンセット，チャック付袋

図11　捕虫網による掬い取り調査


